
目的： 農林漁業者と中小企業者等の有機的な連携を促進し、互いの有する経営資源を活用して相乗効果を発揮させた、農林水産物等
を活用した新商品、新サービスの提供、販路開拓等の取組を支援することによって、地域経済の活性化を図る。

中小企業基盤整備機構中小企業基盤整備機構
負担額：負担額：2020億円億円

兵庫県兵庫県
負担額：負担額：0.10.1億円億円

無利子貸付無利子貸付

ひょうご農商工連携ひょうご農商工連携
ファンドファンド

ファンド総額：25.6億円

運用期間：10年

想定運用益：年34,000千円

（利率1.361％を想定）

助成事業名称： 農商工連携事業
助成事業概要： 新商品の開発、新サービスの提供に資する事業

※上記事業に付随する以下の事業を対象とすること
ができる。
・可能性調査(研究開発に必要な事業化可能性調査)
・販路開拓(新たな販売方法開発､展示会出展等)

助成対象者 ： 中小企業者等と農林漁業者の連携体
助成率 ： ２／３以内
助成限度額 ： ５，０００千円
助成期間 ： ２年以内

助成事業名称： 支援機関事業
助成事業概要： 農商工連携事業の実施効果を高めるため、支援機関

において実施する支援事業（商談会、マッチング会
出展開催経費等）

助成対象者 ： (公財)ひょうご産業活性化センター
助成率 ： 定額
助成限度額 ： ５，０００千円
助成期間 ： １年以内

【成果目標】
○農商工連携事業
・短期目標
助成対象者の３０％以上が、助成金交付後３年以内に事業化すること。
・長期目標
事業化を達成した年度と最終年度を比較して、中小企業者等については、総売
上高が４％以上、農林漁業者については、助成事業に係る農産物等の売上高が
２％以上増加していること。

○支援機関事業
・支援を受けた者から８０％以上の肯定的な評価を受けること。

無利子貸付

((公財公財))ひょうご産業ひょうご産業
活性化センター活性化センター

負担額：負担額：2.72.7億円億円
無利子貸付無利子貸付

地域金融機関地域金融機関※※
負担額：負担額：22.8.8億円億円

有利子貸付有利子貸付

【助成対象事業の選定方法】

【審査基準】○必要性 ○新規性、革新性、優位性 ○市場性 ○実現可能性
○地域経済活性化への波及効果

中小企業者等と農林漁業者と
の連携体が公募期間内に申請

審査委員会にて審査 助成決定

運
用
益
で
助
成

運
用
益
で
助
成

【中小企業支援ネットひょうご
（中核機関：(公財)ひょうご産業活性化センター）】
県内２６中小企業支援機関と３０の連携団体（金融機関、大学等）
で構成。各機関の情報共有・情報交換を通し事業の構想から事業化
までをフォローアップ。

【ブランド指導相談室】
農政環境部が中心となって「ブランド指導相談室」を設置。専門家
派遣や、県普及指導員OB等による案件の発掘、連携コーディネート
などを行う。

連携支援連携支援

【運営管理者】

(公財)ひょうご産業活性化センター

※但馬銀行、神戸信用金庫、姫路信用金庫、播州信用金庫、兵庫信用金庫、尼崎信用金庫、
日新信用金庫、淡路信用金庫、中兵庫信用金庫、兵庫県信用組合


